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現行 改正案 

【本編】 

第１部及び第２部 （現行のとおり） 

第３部 第１章 １ （現行のとおり） 

２ 噴火警戒レベルと避難対応の目安 

（１）噴火警戒レベル１ 

火口付近等規制を行う。 

（２）噴火警戒レベル２ 

火口周辺規制を行う。 

（３）噴火警戒レベル３ 

入山規制を行う。 

カルデラ（外輪山）の外まで重大な影響を及ぼす噴火が発生あるいは可能性がある場合は、避

難行動要支援者の避難準備、来島者への島外避難の呼びかけを行う。 

 

 

 

（４）噴火警戒レベル４ 

登山道規制を行う。 

一般住民の避難準備、避難行動要支援者の島内避難または島外避難、来島者への島外避難の呼

びかけを行う。 

 

 

 

（５）噴火警戒レベル５ 

登山道規制を行う。 

一般住民・避難行動要支援者の島内避難または島外避難、来島者の島外避難を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【本編】 

第１部及び第２部 （略） 

第３部 第１章 １ （略） 

２ 噴火警戒レベルと避難対応の目安 

（１）噴火警戒レベル１ 

火口付近等の立入規制を行う。（火口付近等規制） 

（２）噴火警戒レベル２ 

山頂火口から約１㎞までの範囲の立入規制を行う。（火口周辺規制） 

（３）噴火警戒レベル３ 

   以下のような状況に応じた入山規制を行う。 

   ア カルデラの中だけに重大な影響を及ぼす噴火が発生あるいは可能性 

カルデラ内及び山頂火口から約２㎞までの範囲の立入規制を行う。（入山規制） 

   イ カルデラ（外輪山）の外まで重大な影響を及ぼす噴火が発生あるいは可能性 

     カルデラ内及びカルデラ縁から外側約１㎞までの範囲の立入規制を行う。（入山規制） 

  避難行動要支援者の避難準備、来島者への島外避難の呼びかけを行う。 

（４）噴火警戒レベル４ 

   以下のような状況に応じた登山道規制を行う。 

   ア 山頂噴火または居住地域から遠い場所で発生する山腹噴火 

  居住地域の境界から山頂火口までの範囲の登山道、林道、遊歩道の全ての道路または一部

の道路の立入規制を行う。（登山道規制） 

  一般住民の避難準備、避難行動要支援者の島内避難または島外避難、来島者への島外避難

の呼びかけを行う。 

（５）噴火警戒レベル５ 

   以下のような状況に応じた登山道規制、あるいは立入規制を行う。 

   ア 山頂噴火または居住地域から遠い場所で発生する山腹噴火 

  居住地域の境界から山頂火口までの範囲の登山道、林道、遊歩道の全ての道路または一部

の道路の立入規制を行う。（登山道規制） 

一般住民・避難行動要支援者の島内避難または島外避難、来島者の島外避難を行う。 

イ 居住地域に近い場所で発生する山腹噴火 

   噴火の影響が及ぶ範囲・及ぶおそれのある範囲の立入規制を行う。（立入規制） 

一般住民・避難行動要支援者の島内避難または島外避難、来島者の島外避難を行う。 
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現行 改正案 
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現行 改正案 

第３章 立入規制  

１ 立入規制の実施 

（１）立入規制の実施 

町長は、気象庁発表の噴火警報・予報もしくは火山の状況に関する解説情報等を入手し、または

火山防災連絡事務所もしくは火山専門家からの助言により、火口周辺等への立入規制を行う必要が

あると認める場合、支庁長、警察署長、火山防災連絡事務所長と協議の上、立入規制を行う。 

立入規制と噴火警戒レベルの対応は、次のとおりとする。 

 

表 立入規制と噴火警戒レベル 

規制種別 噴火警戒レベル 立入規制の範囲 

登山道規制 
レベル５ 

レベル４ 

○ 居住地域の境界から山頂火口までの範

囲の登山道、林道、遊歩道の全ての道路

または一部の道路 

入山規制 

レ
ベ
ル
３ 

②カルデラの外ま

で重大な影響 

○ カルデラ内 

○ カルデラ縁から外側約１㎞までの範囲 

①カルデラの中だ

けに重大な影響 

○ カルデラ内 

○ 山頂火口から約２kmまでの範囲 

火口周辺規制 レベル２ ○ 山頂火口から約１kmまでの範囲 

火口付近等規制 レベル１ 

○ 山頂火口から約600mまでの範囲（ただ

し、平常時は遊歩道および展望台周辺を

除く。） 

※立入規制図は、マニュアル編を参照のこと 
※立入規制の範囲は、伊豆大島の噴火警戒レベルにおける警戒が必要な範囲（大きな噴石、火砕流、溶岩
流の影響範囲）を基に設定したものであり、規制範囲外であっても、風に乗って運ばれる火山灰や小さ
な噴石のほか、火山ガス、降灰後土石流などに注意が必要である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）及び（３） （現行のとおり） 

第４章から第８章 （現行のとおり） 

第３章 立入規制 

１ 立入規制の実施 

（１）立入規制の実施 

町長は、気象庁発表の噴火警報・予報もしくは火山の状況に関する解説情報等を入手し、または

火山防災連絡事務所もしくは火山専門家からの助言により、火口周辺等への立入規制を行う必要が

あると認める場合、支庁長、警察署長、火山防災連絡事務所長と協議の上、立入規制を行う。 

立入規制と噴火警戒レベルの対応は、次のとおりとする。 

 

表 立入規制と噴火警戒レベル 

噴火警戒レベル 噴火ケース 立入規制の範囲 

レベル５ 

・山頂噴火 

・居住地域から遠

い場所で発生する

山腹噴火 

【登山道規制】 

○ 居住地域の境界からカルデラ側の登山

道、林道、遊歩道の全ての道路または一

部の道路 

居住地域に近い場

所で発生する山腹

噴火 

【立入規制】 

○ 噴火の影響が及ぶ範囲 

○ 噴火の影響が及ぶおそれのある範囲 

レベル４ 

・山頂噴火 

・居住地域から遠

い場所で発生する

山腹噴火 

【登山道規制】 

○ 居住地域の境界からカルデラ側の登山

道、林道、遊歩道の全ての道路または一

部の道路 

レ
ベ
ル
３ 

②カルデラの外ま

で重大な影響 

山頂噴火 

【入山規制】 

○ カルデラ内 

○ カルデラ縁から外側約１㎞までの範囲 

①カルデラの中だ

けに重大な影響 

【入山規制】 

○ カルデラ内 

○ 山頂火口から約２kmまでの範囲 

レベル２ 
【火口周辺規制】 

○ 山頂火口から約１kmまでの範囲 

レベル１ 

【火口付近等規制】 

○ 山頂火口から約600mまでの範囲（ただ

し、平常時は遊歩道および展望台周辺を

除く。） 
※立入規制図は、マニュアル編を参照のこと 
※立入規制の範囲は、伊豆大島の噴火警戒レベルにおける警戒が必要な範囲（大きな噴石、火砕流、溶岩
流の影響範囲）を基に設定したものであり、規制範囲外であっても、風に乗って運ばれる火山灰や小さ
な噴石のほか、火山ガス、降灰後土石流などに注意が必要である。 

（２）及び（３）  （略） 

第４章から第８章 （略） 
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現行 改正案 

【マニュアル編】 

第１部第１章 （現行のとおり） 

第２章 噴火警戒レベルと避難対応の目安 

 

 

【マニュアル編】 

第１部第１章 （略） 

第２章 噴火警戒レベルと避難対応の目安 
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現行 改正案 

第３章及び第４章 （現行のとおり） 

第２部 

第１章から第３章 （現行のとおり） 

第４章 １及び２ （現行のとおり） 

３ 各機関の対応 

（１）立入規制 

■立入規制図 

 

（２）避難対応 （現行のとおり） 

第３章及び第４章 （略） 

第２部 

第１章から第３章 （略） 

第４章 １及び２ （略） 

３ 各機関の対応 

（１）立入規制 

■立入規制図 

 山頂噴火又は居住地域から遠い場所で発生する山腹噴火の場合の立入規制図を下に示す。 

 

（２）避難対応 （略） 
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現行 改正案 

第５章 噴火警戒レベル５（山頂噴火・山腹噴火） 

１ 噴火警戒レベルと避難対応の目安 

 

 

２ 各機関の活動態勢 （現行のとおり） 

 

第５章 噴火警戒レベル５（山頂噴火・山腹噴火） 

１ 噴火警戒レベルと避難対応の目安 

 

 

２ 各機関の活動態勢 （略） 
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現行 改正案 

３ 各機関の対応 

（１）立入規制 

■立入規制図 

 

（２）避難対応 （現行のとおり） 

第６章 （現行のとおり） 

【附属資料】 （現行のとおり） 

３ 各機関の対応 

（１）立入規制 

■立入規制図 

 山頂噴火又は居住地域から遠い場所で発生する山腹噴火の場合の立入規制図を下に示す。 

  居住地域に近い場所で発生する山腹噴火の場合は、噴火の影響が及ぶ範囲・及ぶおそれのある範囲

を規制する必要がある。 

 

（２）避難対応 （略） 

第６章 （略） 

【附属資料】 （略） 

 

 


